
CCUS現場利用に向けた手順の概要

元請事業者

CCUSの事業者登録、管理体制の設定
組織情報の登録や管理者の設定

現場・契約情報の登録

現場名、工事内容等の登録

施工体制の登録
下請事業者の施工体制登録を呼びかけ

下請事業者

CCUSの事業者登録、
所属技能者のCCUS登録を促す

施工体制への下請の登録
直上の下請又は元請に接続して施工体制登録

カードタッチ等による
就業履歴の登録

技能者が現場でカードタッチ等

下請事業者の就業履歴の登録

現場の準備
カードリーダーの設置 等

元請事業者に対して
カードタッチの利用料金請求

※ 中間の下請が施工体制登録しなくとも、技能者を雇用する事業者を元請が直接下位事業者として施工体制登録

を行うことが可能 【運用改善予定（令和２年度内目途）】

技能者の登録
作業員名簿の登録

（技能者の現場での立場や作業内容等）

※CCUSによる技能者の能力評価は、

元請・現場・職種・立場に紐づいた

就業実績があれば可能

ピッ！

※既存民間システムとCCUSの自動連携（API連携）が元請により措置されている現場では、技能者は既存民間システムによる

就業履歴の蓄積方法によって、CCUSにも就業履歴が自動的に蓄積されることが可能（この場合、カードリーダーの設置は不要）

CCUS加入状況の確認（契約締結時に対応）
元請は技能者及びその雇用主である下請事業者が

CCUS登録していることを確認し、
現場登録とカードリーダーの設置等を行う

技能者

CCUSの技能者登録

※元請（又は上位下請）による代行申請も可 ※所属事業者による代行申請も可

個別工事ごと
の利用に
必要な手順
(元請・下請の
施工体制登録)

利用料金

現場での就業
履歴の蓄積

※技能者自身の技能者登録のほか、

①雇用主の事業者登録がなされ、

②元請等による施工体制登録・技能者登録

が満たされている場合に、

就業履歴の登録ができることに留意

事前の準備
（CCUS登録）

※就労翌月末までであれば事後的に就業

履歴（カードタッチ）を補正することが

可能（ただし、元請の承認が必要）
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元請による技能者等のＣＣＵＳ加入状況の確認フロー（案）

発注者

元請

１次下請

２次下請

３次下請

「CCUS加入状況報告指示」

の通知で周知（P）

「CCUS加入状況の報告指示」

の通知で周知 ㊢（P）

加入状況の報告

加入状況の報告

加入状況の報告

工事請負契約

○ 元請は、自ら把握した情報に基づいて、又は、①施工に携わるそれぞれの下請から直接に、若しくは、②各下請の上位の下

請を経由して順次報告させることにより、施工に携わる下請と技能者のCCUS加入状況（事業者登録及び技能者登録）を確認する

⇒ 元請は、CCUSを利用可能な技能者があることを確認した上で、現場登録及びカードリーダーの設置等を行う

※ なお、作業員名簿において、技能者のCCUSの加入状況を確認することも可能とすることを検討中 （令和２年10月１日施行の改正省令に合わせ、作業員名簿

の様式を作成し、技能者のCCUS登録状況を記載） （P）

②

②

②

①

下位の下請

から直接

元請に加入

状況を報告

「CCUS加入状況の報告指示」

の通知で周知 ㊢（P）

①

下位の下請

から直接

元請に加入

状況を報告
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元請による現場・契約情報の登録

登録する情報は「現場情報」、「契約情報」、「工事情報」の３種類

○元請事業者は各現場毎に「現場・契約情報」を登録

現場情報

（必ず登録）
現場名、組織情報、現場連絡先、現場事務所（住所、電話番号など）、
現場管理者、就業履歴蓄積期間、発注区分、有害物質の取り扱いの有無

契約情報

（必要に応じて登録）
契約工事名称、施工場所（住所、電話番号など）、発注者名、受注形態、
請負金額、契約工期、労働保険番号

工事情報

（必要に応じて登録）

工事区分（建築・住宅工事、土木工事、電気・空調衛生・その他工事）
コリンズ登録、建築確認番号、工事内容、
工事概要・特殊条件などの自由記入

※項目毎で表示・非表示を選択できる。ただし、 「現場ＩＤ」、「現場名」、「発注区分」、
「有害物質の取り扱いの有無」の４項目は必ず表示。

１
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○現場に設置する機器類（パソコンやカードリーダ等）やインターネット環境は元請事業者が準備
○就業履歴を蓄積するための就業履歴登録アプリ（建レコ）を事前にインストールする ※アプリ「建レコ」は、ホームページから無料でダウンロード可能

※インターネット環境が用意できない現場では、就業履歴を事後に直接システムへ登録することも可能（ただし、事後の登録の際に元請事業者の承認が必要）

※このほか、既存民間システムとCCUSの連携により、既存民間システムのカードリーダー等で蓄積される就業履歴情報をCCUSに自動蓄積することも可能
（この場合は既存民間システムのカードリーダー等の機器をそのまま使用できるため、新たな設備投資は不要）

【用意する機器・環境について】
技能者の就業履歴を蓄積するためには、以下の①②③の機器・環境
と、就業履歴登録アプリ「建レコ」が必要

現場設置イメージ

現場内での周知啓蒙用
ポスターはホームページの
『現場運用マニュアル』の
ページからダウンロード

Windowsパソコン
とカードリーダを設置
した例

iPadとカードリーダを
ブルートゥース接続し、
設置した

iPhoneとカードリーダ
をブルートゥース接続し、
設置した例

元請による現場準備（カードリーダーの設置等）２
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カードリーダー設置イメージ

作業員
詰所

入場
ゲート

建設キャリアアップ
カードをタッチして
ください！（音声）

安全通路上で、技能者が必ず通る
導線上に配置

人感センサーによるスピーカ
ーを設置して、技能者に自
動呼びかけ

戸建住宅現場の屋内
にiPadを設置

カードリーダーを朝礼会場に持ち
込んで、その場でカードをタッチ

マンションのリフォーム現場で施工しな
い部屋の棚に設置
日々、設置箇所を移動するため、き
め細かに周知することが重要

屋外のため、盗難防止や雨対策の
観点から、ガードマンボックスを活用
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施工体制の登録（下請）

○元請事業者が「現場・契約情報」を登録した後、元請事業者と下請事業者は協力して施工体制情報を登録 ※工事途中でも更新可能

○（元請が現場登録をすれば、）上位の下請が施工体制登録していない場合であっても、（技能者を雇用する）下請事業者が直接
に元請に接続して施工体制登録を行うことが可能 【運用改善】
※CCUS加入技能者が現場での就労履歴を確実に蓄積できるよう、施工体制どおりの登録を行うことに支障がある場合は、元請への接続を優先して措置することが重要

○その上で、大規模工事はじめ、施工体制台帳や作業員名簿の管理等の効率化の観点から、次数順にすべての下請について施工体
制登録をすることを推奨

⇒ 施工体制の登録後、下請は自ら雇用するＣＣＵＳ登録済の技能者について作業員名簿に登録

※登録済の元請又は下請に接続しない場合、
下請業者は施工体制や作業員名簿の登録
ができない

※システムに登録していない事業者は施工体制
として反映されない

ＣＣＵＳ

登録済

３

ＣＣＵＳ未登録 ＣＣＵＳ未登録

【従来】
システムに登録していない事業者は施工体制に
反映されない

※上位事業者が一社でも登録していない場合、
下請業者は施工体制を登録できない

※作業員名簿の登録ができない

運用

改善後

登録の例

上位下請が未登録

の場合は元請が直

接の下請として施

工体制登録を行う

ことが可能 7



下請事業者による作業員名簿への技能者登録

○施工体制に登録した下請事業者は作業員名簿に技能者を登録
○登録の際に、就業内容（職種や立場など）を追加登録 ※これらは能力評価・レベルアップに必須の情報

◎登録する情報

登録者
○技能者の所属する下請事業者が登録

※代理手続事業者の登録も可能（ただし事業者間合意が必要）

登録方法 ①作業員を個別に登録 ②作業員名簿パターンを登録［適用］

就業内容

職種
技能者が登録している職種からプルダウンして選択
（とび工、鉄筋工等）

作業内容 自由記入

立場 プルダウンして項目から選択（職長、班長等）

有害物質の
取り扱い

チェックボックスの項目から選択（石綿に関する作業、
粉じんに関する作業等）および「その他」を選択して
の自由記入

特殊健康診断
プルダウンして項目から選択（有機溶剤、鉛、石綿
等）

作業内容などに
必要な保有資格

プルダウンし
て項目選択

技能者が登録している資格からプルダウンして選択
（技能士、資格・免許、技能講習等）

職種には大分類と小分類があります。プルダウンから
検索するか、コード表を利用。（普通作業員の例）

４
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技能者によるカードタッチ（現場での就業履歴の蓄積）５

N
O

システム名 入力機能 管理機能

1 WIZDOM
iPad を 使 っ た
QRコードの読取

就業履歴登録、
工事関係書類作
成・出力など

2 ワイズワーク

CCUS カ ー ド 、
ICカード、RFID、
QRコード、指静脈
認証

入退場管理、建
退共連携など

3
建設現場顔認
証入退管理
サービス

GPS、生体認証、
CCUSカード

入退場履歴出力

4
コ ム テ ッ ク ス
認定システム

CCUSカード、固有
デバイス

労務費報告、入
退場履歴出力など

カードタッチ

（建レコ）

（TcPass）

顔認証

（NEC、グリーンサイト、
Buildee）

その他の
API連携システム

携帯アプリ
+
GPS

（グリーンサイト、
EasyPass）

○技能者は、現場入場の際に、（建レコに接続された）カードリーダーにカードタッチして就業履歴を蓄積
（就業履歴は、日々の入場の際にその都度CCUSカードをタッチして蓄積することが基本）

○既存民間システムとCCUSの自動連携が元請により措置されている現場では、技能者は、既存民間システムによる
就業履歴の蓄積方法によって、CCUSにも就業履歴が自動的に蓄積されることが可能

※ただし、既存民間システムが使用される現場であっても、CCUSとの連携が措置されていない場合は、別途、CCUSカードによるカード
タッチが必要となるので注意。入場箇所での掲示や朝礼等において、現場関係者間で確認・周知の徹底を図ることが必要

※上記システムの仕様については、API連携申請時の情報のもとに記載
※システムの利用可否については、現場毎に異なることに留意 9



（参考）就業履歴閲覧イメージ

技能者がどの工事で、いかなる職種・立場で

作業したかの履歴が蓄積

（閲覧可能者：元請、上位下請事業者、所属事業者）
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就業履歴登録（カードタッチ）の事後入力について （システムに就業履歴を直接入力する方法）

技能者本人による就業履歴のCCUSへの直接入力
技能者が所属する事業者による就業履歴のCCUSへの
直接入力

○技能者が建設キャリアアップカードを忘れた場合など、事後にシステムに直接入力することで就業履歴を蓄積
（補正）することが可能 （システム上で元請の承認を得る必要）

※ただし、働いた日の翌月末までしか補正（直接入力）できないため注意
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現場利用（カードタッチ）料金の請求・支払６

【現場利用料閲覧画面（イメージ）】

②

③ ④

【請求書（イメージ】

①
現場利用料 2,034 2,034

○現場利用料は、元請に対して、毎月、当該元請のすべての現場の現場利用料合計を一括請求（タッチ総数×（現行＠10円）） （①）

○元請は、システムの確認画面において、現場ごとの前月分の請求額と当月分の実績を閲覧することが可能（②③④）。
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